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1. 本書について 

本書は、MVC 推進部 OCR 業務システムの操作方法を説明するものです。PDF 帳票をアップロードし、

OCR 解析、抽出結果確認、キーワード解析、Excel / CSV出力までを行うための基本操作を記載します。 

また、帳票ごとの読み取り結果を調整するための帳票 config編集画面、Simple / 表組（TypeA） / 表組

（TypeB） の使い分け、管理画面の基本操作についても説明します。 

項目 内容 

システム名 MVC推進部 OCR業務システム 

対象帳票 不動産関連 PDF帳票。主な区分は建物全部、建物一部、土地。 

主な出力 基幹システム連携用の Excel / CSV出力。 

対象者 一般利用者、帳票設定担当者、システム管理者。 

 

本書の読み方 

通常の利用者は、ログイン、PDFアップロード、OCR結果確認、キーワード解析、Excel / CSV出力の章を確

認してください。 

帳票設定を調整する担当者は、帳票 config編集、Simple / 表組（TypeA） / 表組（TypeB）、管理画面の章も確

認してください。 

 

1.1 はじめて使う方へ 

本書は、通常の OCR操作から帳票設定・管理画面の操作までをまとめています。すべての章を最初か

ら順番に読む必要はありません。利用目的に応じて、先に確認する章を選んでください。 

利用目的 先に確認する章 内容 

通常の Excel / CSV出力だけ

を行う場合 
2、3、4、5、8、9 

ログイン、PDFアップロード、OCR結果確認、キーワー

ド解析、Excel / CSV出力までの基本操作です。 

OCR結果が崩れる場合、新

しい帳票を調整する場合 
6、7、11 

帳票 config編集、再 OCR、Simple / 表組（TypeA） / 表組

（TypeB）の使い分け、困ったときの確認方法を説明して

います。 

管理画面やマスター情報を確

認・管理する場合 
10 

管理画面の一覧、編集、CSV取込・出力、レコード複写

などの基本操作を説明しています。 

まずは通常操作の章だけを確認し、読み取り結果が崩れた場合や帳票設定を変更する場合に、config調整や

管理画面の章を参照してください。 
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2. システムへのアクセスとログイン 

2.1 システムへのアクセス 

ブラウザを起動し、以下の URLへアクセスします。 

https://TLIAROCRSV11 

本システムは社内ネットワーク専用のシステムです。 

 

図：ウェルカム画面 

2.2 新規登録とログイン 

システムにアクセスすると、最初にウェルカム画面が表示されます。画面右上には「新規登録」と

「ログイン」のリンクがあります。 

 まだアカウントを持っていない場合は、「新規登録」をクリックします。 

 すでにアカウントを持っている場合は、「ログイン」をクリックします。 

画面 操作内容 

新規登録画面 名前、メールアドレス、パスワード、パスワード確認を入力し、「アカウント

作成」をクリックします。 

ログイン画面 メールアドレスとパスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。必要
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画面 操作内容 

に応じて「ログイン状態を保持する」にチェックを入れます。 

パスワード再設定 パスワードを忘れた場合は、「パスワードを忘れた方はこちら」から再設定し

ます。 

 

 

図：新規登録画面 
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図：ログイン画面 

ログインが完了すると、ダッシュボード画面へ移動します。一度ログインした状態では、システムへ

アクセスしたときにウェルカム画面ではなく、ダッシュボード画面が表示されます。 

2.3 初回ログイン時のプロフィール登録 

プロフィール情報が未登録のユーザーがログインした場合、ダッシュボード画面ではなく、プロフィ

ール作成画面が表示されます。 

注意 

プロフィールを作成するまで、ダッシュボード画面へ進むことはできません。 

 

プロフィール作成画面では、名前、所属、役職、電話番号、メールアカウント、メールサーバーなど、

本システム固有の利用者情報を入力します。必要な項目を入力し、「作成」ボタンをクリックしてく

ださい。 
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図：プロフィール未登録時のプロフィール作成画面 
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図：プロフィール詳細画面 

登録済みのプロフィールを変更する場合は、画面右上のユーザー名をクリックし、「プロフィール」

を選択します。プロフィール詳細画面で「編集」をクリックすると、登録内容を変更できます。 
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3. 画面共通の操作 

3.1 共通ヘッダー 

各画面上部には、共通のヘッダーが表示されます。左側の東急リバブルのロゴ、または「MVC推進部

OCR業務システム」をクリックすると、ダッシュボード画面へ戻ることができます。 

中央付近の「管理画面」をクリックすると、管理画面へ移動します。管理画面では、帳票設定や各種

マスター情報の確認・管理を行います。管理画面の利用範囲は、ユーザーの権限によって異なります。 

右側にはログイン中のユーザー名が表示されます。ユーザー名をクリックすると、アカウント、プロ

フィール、ログアウトのメニューが表示されます。 

 

図：共通ヘッダーとユーザーメニュー 

メニュー 説明 

アカウント ログイン用アカウント情報やパスワードを管理します。仮パスワードで案内さ

れた場合は、初回ログイン後に自分のパスワードへ変更してください。 

プロフィール 所属、役職、電話番号、メールアカウント、メールサーバーなど、本システム

固有の利用者情報を確認・登録します。 

ログアウト 作業を終了し、システムからログアウトします。 
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4. 基本操作の流れ 

本システムの基本的な流れは、PDFアップロード、OCR実行、OCR結果確認、キーワード解析、Excel 

/ CSV出力です。 

順序 操作 説明 

1 PDFアップロード 対象 PDFを選択してアップロードします。 

2 OCR実行 PDFページを OCR解析します。 

3 OCR結果確認 抽出されたテキスト、行分割、config情報などを確認します。 

4 config調整 必要に応じて帳票設定を修正し、OCRを再実行します。 

5 キーワード解析 OCR結果を基幹システム用の Excel項目へマッピングします。 

6 Excel / CSV出力 確認済みの内容を CSVとして出力します。 

 

新規帳票の標準的な確認手順 

新規帳票や未調整帳票では、最初から OCR結果が正しく出るとは限りません。 

表組み 表組（TypeA） / 表組（TypeB） では、赤線・青線の設定が必要になるため、通常は初回 OCR、config

調整、再 OCRの最低 2回の OCR実行が必要になります。 

Simple（テキスト）レイアウトでは赤線・青線を使用しないため、帳票によっては 1回の OCR実行で利用で

きる場合があります。 

 

 

図：ダッシュボード画面 
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図：PDFアップロード画面 
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図：アップロード結果画面 
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5. OCR 結果画面の確認 

OCR結果画面では、読み取った紙面画像、抽出されたテキスト、低信頼マーク、調査用情報、次に進

むためのボタンを確認します。 
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図：OCR結果画面 

5.1 抽出されたテキスト 

抽出されたテキストは、原則として次の形式で表示されます。 
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[？]major:[？]minor:[？]value 

要素 意味 

major 大項目。項目の分類や周辺情報を示す参考情報です。 

minor 項目名。CSV出力で特に重要な項目です。 

value 項目の値。CSV出力される内容です。 

？ 低信頼マーク。OCR信頼度が低い文字に付く確認用マークです。 

 

キーワード解析時には、低信頼マーク「？」は自動的に除去されます。値に誤りがある場合は、後続

のキーワード解析結果画面で Valueを修正できます。 

5.2 調査用の折りたたみ情報 

OCR結果画面には、通常の操作では毎回確認する必要のない調査用情報が用意されています。これら

は、抽出結果に不自然な点がある場合に、どの段階で問題が発生しているかを確認するための情報で

す。 

情報 確認内容 

OCRエンジンの JSON（生デー

タ） 
OCRエンジンが最初に読んだ元データを確認します。text、score、bbox

などを確認できます。 

OCRパーサーの行分割データ OCRトークンが正しい行単位に分かれているかを確認します。 

OCRパーサーの抽出された整形

前テキスト 
major / minor / value に整形される前の中間データを確認します。 

config情報 帳票ごとの設定値と調整方法を確認します。 
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図：OCRエンジンの JSON（生データ） 
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図：OCRパーサーの行分割データ 
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図：OCRパーサーの抽出された整形前テキスト 
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5.3 行分割データの見方 

行分割データでは、OCRで読み取ったトークンが rows[n] 単位でどのように行分割されたかを確認で

きます。抽出結果で行のまとまりがおかしい場合に確認します。 

現象 考えられる原因 主な調整 

本来 1行の文字列が複数行に分

かれている 
行分割が細かすぎる y_threshold_rate を大きくしま

す。 

本来別行の文字列が同じ行に巻

き込まれている 
行分割の範囲が広すぎる y_threshold_rate を小さくしま

す。 

同じトークンが複数行に重複し

て出ている 
行間判定が広すぎる y_threshold_rate を小さくしま

す。 

y_threshold_rateで改善しない 行判定基準が合っていない y_threshold_row_anchor_mode を

変更して再調整します。 

 

5.4 整形前テキストの見方 

整形前テキストでは、OCR 結果が最終的な抽出テキストに整形される前の中間データを確認できます。

内部的には、次の形式で扱われます。 

y:col:major:minor:value 

yは行位置、colは列番号、majorは大項目、minorは項目名、valueは値です。この情報は、横結合、縦

結合、キー救済、辞書変換などの処理が正しく行われているかを確認するために使用します。 

整形前テキストに誤認識された文字があり、最終結果でもそのまま残っている場合は、帳票 configの 

translate_dic に辞書登録を行います。整形前テキストでは揺れているが、最終結果では正しく直ってい

る場合は、辞書変換や補正処理が正しく働いています。 

5.5 OCR 結果画面から次に進む判断 

状態 操作 

OCR結果が正しい 「キーワード解析開始」ボタンをクリックします。 

OCR結果に問題がある 「帳票(config情報)の編集画面に進む」ボタンをクリックして設定を修

正します。 

config修正後に再実行する 「OCR再読み込み画面に戻る」ボタンで戻り、OCRを再実行します。 
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6. 帳票 config 編集と OCR 再実行 

帳票 config編集画面では、帳票ごとの読み取り設定を確認・修正できます。OCR結果に問題がある場

合は、この画面で設定を調整し、再度 OCRを実行します。 
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図：帳票 config編集画面 

6.1 config 編集後の再 OCR の流れ 

順序 操作 

1 OCR結果画面で問題箇所を確認します。 

2 「帳票(config情報)の編集画面に進む」をクリックします。 

3 帳票 config編集画面で必要な設定を修正し、保存します。 

4 左メニューの「MVC推進部 OCR業務システムに戻る」をクリックします。 

5 OCR結果画面で「OCR再読み込み画面に戻る」をクリックします。 

6 OCR再読み込み画面で再度 OCRを実行します。 

7 再実行後の OCR結果を確認し、問題なければ「キーワード解析開始」をクリックします。 

 

6.2 config 編集画面の主な項目 

画面操作系の主な項目 

項目 説明 

画像プレビュー 読み取り対象の紙面画像を表示します。表組

（TypeA / TypeB）では赤線・青線が表示され

ます。Simpleでは基本的に赤線・青線は使用

しません。 

クリック座標取得 画像上をクリックすると座標を取得できま

す。X座標はクリップボードへ入り、設定欄

へ貼り付けできます。赤線・青線や表範囲を

指定する場合に使用します。 

帳票 config設定欄 OCRレイアウト種別、ヘッダー／フッター、

表の分割位置、キーワード、辞書など、帳票

ごとの読み取り設定を編集します。 

保存 / キャンセル 設定を変更した場合は保存します。保存後、

OCR結果画面へ戻り、再 OCRを実行して結果

を確認します。 

MVC推進部 OCR業務システムに戻る 管理画面から通常の OCR業務システム画面へ

戻ります。config編集後の確認・再 OCRのた
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めに使用します。 

 

主な config パラメータ 

パラメータ名 説明 

ocr_dpi / ocr_long_side / ocr_rotate OCR画像処理系の設定です。Simpleひな型を

流用する場合は、帳票ごとに自動設定へ戻す

ことが重要です。 

memo 調整履歴、帳票別の注意事項、標準設定から

変更した理由を残します。 

header ヘッダーの行数を指定します（-1: 自動判定、

0: ヘッダーなし、>0: 指定行数）。ページ上部

をヘッダー領域として除外します。自動判定

がうまくいかない場合に指定します。 

footer フッターの行数を指定します（-1: 自動判定、

0: フッターなし、>0: 指定行数）。ページ下部

をフッター領域として除外します。自動判定

がうまくいかない場合に指定します。 

remarks_list / remark_rollback_empty_value_lines 

/ remark_max_rollback_rows 
備考欄の開始判定、ロールバック行数、値な

し行の吸収などを調整します。備考本文が途

中で通常行に戻る場合や、備考前方の行を備

考に含めたい場合に確認します。 

simple_minor_keywords_list Simpleで使用する項目名（minor）候補のリス

トです。キーを追加する場合は語句を追加

し、本来値にしたい語句がキーになる場合は -

所有権 のようにマイナス指定で解除します。 

table_top_x / table_top_y / table_bottom_x / 

table_bottom_y 
表の解析対象範囲を指定します。右図版、左

図版、地図、写真、ロゴなどがある紙面で、

表だけを対象にしたい場合に使います。 

table_split_x 表組（TypeA / TypeB）の Major-Minor部 / 

Value部 の分割位置です。画像上では赤線で表

示されます。分割位置の罫線上を左クリック

して X座標を取得し、右クリックで -（マイナ

ス）を付けて指定すると、自動推定の基準に

できます。 

table_middle_split_x Value部の細分割位置の並びです。画像上では

青線で表示されます。1行に複数の「項目名

（Minor）と値（Value）」のペアがある場合

に、Value部を区切るために指定します。複数

指定する場合は 664,782 のようにカンマ区切り

で入力します。 

key_list / value_list 通常調整で合わない場合に、キーや値を指定

して赤線・青線を推定させるための補助設定
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です。マウスによる赤線・青線の設定ができ

ない紙面で使用します。 

key_in_ng_char_list (,),（,）,/,／ など、通常はキーとして使えない

禁止文字を、項目名（major または minor）と

して使いたい場合に許可する設定です。禁止

文字には ,，.．※:：/／。、￥¥$＄%％■□・

★☆△▽▲▼()（）などがあります。たとえば 

(,) を指定すると、括弧を含むキーを使用でき

ます。 

key_split_flag OCRトークン内のキーを分離するかを指定し

ます（off/0: 分離しない、on/1: 分離する）。

OCRトークンが他の文字と結合されている場

合に、rescue_key_list に記載したキーを分離す

るために使用します。通常運用では off です。 

rescue_key_list キー文字列の救済リストです。誤って値

（value）側に入った文字列を、本来の項目名

（major または minor）として救済する場合に

指定します。出力行 major:minor:value の value 

に、本来キーである文字列が混入する場合に

使用します。 

not_key_str_list キー文字列の不許可リストです。誤ってキー

（major/minor）側に入った文字列を値

（value）として扱う場合に指定します。本来

値である語句がキーになって値が空になる場

合に使用します。 

key_separator_list :,： など、キー文字列を分離する文字のリスト

です。罫線の代わりに文字でキーを区切って

いる場合に指定します。たとえば / で区切って

いる場合には / を指定します。Simple と表組の

どちらでも使用します。 

noise_token_list OCRデータの中で完全に除外したいノイズト

ークンのリストです。地図、ロゴ、写真内文

字など、帳票項目ではない文字を CSV形式で

指定します。例: 三角積,Alri Drine,CANA。

Simple と表組のどちらでも使用します。 

translate_dic OCR文字揺れ・誤認識を補正する辞書です。

OCRにより間違って読み取られた語句を、帳

票 config内の word_variant_map で正しい語句

へ変換します。 

 

 

 

注意：キーワード系設定の登録ルール 
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帳票 config で、キーワード名・項目名を完全一致または候補として指定する項目は、Simple に限らず、

原則として文字の途中に空白を入れずに登録します。対象例は、Simpleキーワード、備考文字列

（remarks_list）、rescue_key_list、not_key_str_list、key_separator_list などです。紙面上で「備 考」「所 

在 地」「価 格」のように文字間に半角スペース・全角スペースが見える場合でも、登録値は「備考」

「所在地」「価格」のように空白なしにしてください。表組（TypeA） / 表組（TypeB） などの表組み

パーサーでは従来からキー候補を結合して判定しており、Simpleも同じ考え方で比較します。 

not_key_str_list などでは、括弧付き項目名の括弧内だけを指定する場合があります。その場合も、指定

する項目名部分の途中には空白を入れません。空白を残すと、OCRトークンの分割や文字間スペース

の入り方によって、同じ項目名として判定できない場合があります。 

 

6.2.1 Simple（テキスト）レイアウトの調整方法 

Simple（テキスト）レイアウトは、赤線・青線を使わず、OCR結果の文字列と Simple用キーワードリ

ストをもとに、Minor / Value の組を作成します。抽出結果が崩れる場合は、最終結果だけで判断せず、

OCR結果画面の折りたたみ情報から「OCRパーサーの抽出された整形前テキスト」を開き、どの段階

で崩れているかを確認します。 

確認に使う主な情報 

確認する情報 見る内容 主な調整 

OCRパーサーの抽出された整

形前テキスト 

y:col:major:minor:value の形式

で、最終整形前の行を確認し

ます。 

Simpleテキストの項目名

(minor)候補のリスト、マイナ

スキーワード、translate_dic 

OCRパーサーの行分割データ rows[n] 単位で、本来別行のト

ークンが同じ行に混ざってい

ないかを確認します。 

y_threshold_rate、
y_threshold_row_anchor_mode 

抽出されたテキスト 最終的な major:minor:value の

出力結果を確認します。 

再 OCR後の確認、キーワード

解析結果との照合 

本来キーになるべき語句がキーになっていない場合 

整形前テキストで、次のような value-only 行（bullet行）を確認します。 

629.0:0:::都市計画区域 市街化区域 

631.0:0:::接道 南側 私道 幅員約 4.0m 

この形式は、キーが取れず、値だけの行として出力されている状態です。値の先頭トークンが本来は

項目名キーである場合は、帳票 configの「Simpleテキストの項目名(minor)候補のリスト」に、そのキ

ーを追加します。 

simple_minor_keywords_list 追加例: 

都市計画区域 

接道 

追加後に OCRを再実行し、次のようにキーと値に分かれることを確認します。 

:都市計画区域:市街化区域 

:接道:南側 私道 幅員約 4.0m 
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本来値になるべき語句がキーになっている場合 

整形前テキストで、次のようなキーだけの行を確認します。 

517.0:1::権利: 

517.0:2::所有権: 

このように、本来は値として扱うべき語句がキーになり、値が空になっている場合は、帳票 configの

「Simpleテキストの項目名(minor)候補のリスト」にマイナスキーワードとして指定します。 

simple_minor_keywords_list 追加例: 

-所有権 

マイナスキーワードを指定すると、その帳票では該当語句を Simpleキーとして扱わなくなります。こ

れにより、本来 Valueになるべき語句がキー化して、値が出力されない問題を避けられます。 

修正前: 

:所有権: 

 

修正後: 

:権利:所有権 

OCR 文字揺れが原因の場合 

キーにならない原因が OCR文字揺れの場合は、揺れた文字列を Simpleキーワードに追加しません。先

に translate_dic で正しい語句へ補正し、正しい語句を Simpleキーワードとして扱います。 

辞書登録例: 

接进 → 接道 

引波 → 引渡 

月策 → 月築 

たとえば、紙面上は「接道」なのに OCRで「接进」と読まれている場合、「接进」を Simpleキーワー

ドに追加するのではなく、translate_dic で「接道」に補正します。 

Simple で使うキー認識・値振り分けの補助設定 

Simple（テキスト）レイアウトでも、キーの認識と値への振り分けを補助するために、次の設定を使用

します。Simpleは赤線・青線を使いませんが、OCRトークンの中にキーが含まれているか、キーとし

て使ってよい文字か、値側に入ってしまった語句をキーとして救済するか、という判定にはこれらの

設定が効きます。 

key_in_ng_char_list：括弧やスラッシュなど、通常はキーとして使えない文字を含む項目名をキーとし

て使いたい場合に指定します。例として、(住居表示) や （公簿） のような括弧付き項目をキーとして

扱いたい場合に使用します。 

key_split_flag：OCRトークン内に rescue_key_list のキーが他の文字と結合している場合、そのキーを分

離するかを指定します。通常は off ですが、「価格 1,000万円」のようにキーと値が 1つの OCRトーク

ンに結合している場合などに、on を検討します。 

rescue_key_list：Simpleで value-only 行（::値）になった行や、値の途中に本来キーである語句が混入し

た場合に、その語句をキーとして救済するために指定します。Simpleキーワードに追加するだけでな

く、トークン内から分離してキー化したい場合に使用します。 

key_separator_list：罫線ではなく「:」「：」「/」などの文字でキーと値を区切っている帳票で使用し

ます。Simpleでも、文字列の中に区切り文字がある場合にキーと値を分ける補助になります。 
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noise_token_list：地図・ロゴ・写真内文字など、帳票項目ではない OCRトークンを完全に除外したい

場合に指定します。Simpleでは、不要トークンが value-only 行として残り、交通や備考などへ誤マップ

されることを防ぐために使用します。 

行分割が原因の場合 

本来は別行のトークンが同じ rows[n] に混ざっている場合、Simpleキーワードを追加しても正しく分離

できないことがあります。この場合は、OCRパーサーの行分割データを確認し、y_threshold_rate を調

整します。 

現象 確認する内容 主な調整 

本来別行の文字列が同じ行に

混ざる 

rows[n] の中に上下 2段のトー

クンが混在している。 

y_threshold_rate を小さくしま

す。 

本来 1行の文字列が複数行に

分かれる 

1つの項目・値が複数の 

rows[n] に分断されている。 

y_threshold_rate を大きくしま

す。 

y_threshold_rate で改善しない 行の基準点が帳票に合ってい

ない。 

y_threshold_row_anchor_mode 

を変更して再調整します。 

フッター・備考が混入する場合 

会社名、担当者、TEL、FAXなどが本文の value-only 行として残り、交通や備考などへ誤マップされる

場合は、footer または footer_keywords_list を調整します。逆に、備考本文までフッターに吸収される場

合は、footer_ratio_starts_list や footer の指定を見直します。 

Simple で追いすぎない判断 

Simpleは、紙面の文字並びが素直な帳票を簡易的に抽出するための方式です。項目名が行方向に結合

されている、値がキーの前にある、OCRトークンの並びが紙面と大きく異なる、大きな金額文字や面

積文字が通常表と別扱いになっている場合は、Simpleで無理に調整せず、表組（TypeA）または表組

（TypeB）を使用してください。 

6.2.2 表組（TypeA / TypeB）レイアウトの調整方法 

表組（TypeA） / 表組（TypeB）レイアウトでは、紙面画像上の赤線・青線を使って、表のどこまでが

キー部で、どこからが値部かを指定します。Simpleと異なり、表の列構造を明示して解析するため、

行・列が整理された帳票や、正確な分解が必要な帳票に向いています。 

線 config項目 役割 

赤線 table_split_x Major / Minor 部と Value 部の

境界を指定します。 

青線 table_middle_split_x Value部の中に複数の Minor / 

Value ペアがある場合、その

区切り位置を指定します。複

数ある場合はカンマ区切りで

指定します。 

表範囲 table_top_x, table_top_y, 

table_bottom_x, table_bottom_y 
表以外の図面・余白・フッタ

ーなどを除外するために、解

析対象範囲を指定します。 
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赤線の調整方法 

赤線は、表の左側にある大項目・項目名（Major / Minor）と、右側にある値（Value）の境界です。

OCR結果で、値がキー側に入る、またはキーが値側に入る場合は、赤線位置を見直します。 

調整対象: 

table_split_x 

画像プレビュー上で境界となる罫線付近をクリックし、取得した X座標を table_split_x に設定します。

紙面によっては、見た目の罫線と OCRトークン位置が少しずれるため、OCR結果を見ながら再調整し

ます。 

青線の調整方法 

青線は、Value部の中に複数の項目ペアが並ぶ帳票で使用します。1行の中に「項目名 1 値 1 項目名 2 

値 2」のような構造がある場合、青線で Value部を区切ることで、右側の項目名と値を分けやすくしま

す。 

調整対象: 

table_middle_split_x 

 

複数指定例: 

664,782 

青線が不足していると、右側の項目名が値に混入したり、複数の値が 1つの Valueに連結されたりしま

す。青線が多すぎる、または位置がずれている場合は、本来 1つの値が分断されることがあります。 

表組で使うキー認識・救済系の調整手順 

表組（TypeA / TypeB）では、まず赤線（table_split_x）と青線（table_middle_split_x）で表の列構造を

合わせます。ただし、赤線・青線が合っていても、OCR トークンの結合状態や禁止文字の扱いにより、

本来キーになる語句が値側に入ったり、本来値になる語句がキー側に立ったりすることがあります。

その場合は、抽出されたテキストとキーワード解析結果を確認し、必要に応じて rescue_key_list、

not_key_str_list、key_split_flag、key_in_ng_char_list を併用します。 

確認に使う主な情報 

確認する情報 見る内容 主な調整 

抽出されたテキスト major:minor:value のどこに本

来キー・本来値が出ているか

を確認します。 

rescue_key_list、

not_key_str_list、

key_split_flag、
key_in_ng_char_list 

キーワード解析結果 Value が対応する Excel項目に

正しく入っているか、未設

定・重複・誤マップがないか

を確認します。 

Excel項目選択、または再

OCR前提の config調整 

OCRパーサーの抽出された整

形前テキスト 

最終結果になる前の段階で、

キーと値がどこで崩れている

かを確認します。 

赤線・青線、rescue_key_list、
not_key_str_list 
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本来キーになるべき語句が値側に入っている場合 

抽出されたテキストで、出力行 major:minor:value の value の中に、本来は項目名（major または minor）

として扱うべき語句が混入していないか確認します。 

例: 

土地:所在地:東京都品川区・・・ 交通 JR各線「品川」駅 徒歩 13分 

この例では、「交通」が本来キーであるにもかかわらず、value 側に入っています。この場合は、帳票

configの rescue_key_list にキー語句を指定します。 

rescue_key_list 追加例: 

交通 

OCRトークン内でキーと値が 1つに結合している場合は、key_split_flag を on にすると、

rescue_key_list に記載したキーをトークン内から分離しやすくなります。 

本来値になるべき語句がキー側に立っている場合 

抽出されたテキストで、本来は値として扱うべき語句が major または minor に出て、値が空になってい

ないか確認します。添付書類、会社名、帳票内の説明語句などがキーとして立つ場合があります。 

例: 

:公図: 

:建物図面: 

この例では、「公図」「建物図面」は項目名ではなく、添付書類などの値として扱うべき語句です。

この場合は、帳票 configの not_key_str_list に指定して、キーとして扱わないようにします。 

not_key_str_list 追加例: 

公図,建物図面 

not_key_str_list は、誤ってキー（major/minor）側に入った文字列を、値（value）として扱うための設定

です。Simpleのマイナスキーワードと同じく、「本来値なのにキーになっている」場合に使います。 

禁止文字を含むキーを使いたい場合 

括弧、スラッシュ、コロンなどを含む語句は、通常はキーとして使えない場合があります。紙面上の

項目名が (住居表示)、（公簿）、地積（実測）、交通/アクセス のように記号を含む場合は、

key_in_ng_char_list でその禁止文字を許可します。 

key_in_ng_char_list 指定例: 

(,),（,）,/,／ 

文字区切り・ノイズが原因の場合 

罫線ではなく「:」「：」「/」などの文字でキーと値を区切っている帳票では、key_separator_list を指

定します。地図・ロゴ・写真内文字など、帳票項目ではない OCRトークンが混入する場合は、

noise_token_list で完全に除外します。 

key_separator_list 例: 

:,： 
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noise_token_list 例: 

三角積,Alri Drine,CANA 

TypeA と TypeB の使い分け 

TypeAは、1行の中に基本的に 1組の「項目名（Minor）と値（Value）」がある表に向いています。

TypeBは、1行の中に複数の「項目名（Minor）と値（Value）」のペアが横に並ぶ表に向いています。

TypeBでは、赤線に加えて青線（table_middle_split_x）を使い、右側のペアを分離します。 

レイアウト 向いている帳票 主な調整 

TypeA 1行につき、基本的に 1組の

項目名と値が並ぶ帳票。 

赤線 table_split_x を中心に調

整します。 

TypeB 1行の中に複数の項目名・値

ペアが横並びになる帳票。 

赤線 table_split_x と青線 

table_middle_split_x を調整し

ます。 

表範囲の調整 

表の右側または左側に図面がある帳票、余白やフッターに不要な文字が多い帳票では、表範囲を指定

して解析対象を絞ります。表範囲を指定する場合は、画像プレビューで表の左上・右下の座標を確認

し、table_top_x、table_top_y、table_bottom_x、table_bottom_y を設定します。 
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調整後の確認 

赤線・青線・表範囲を変更したら、必ず OCRを再実行し、抽出されたテキストとキーワード解析結果

を確認します。確認時は、見た目のMajor / Minorではなく、最終的に「対応する Excel項目名」に正

しい値が入っているかを基準にします。 

確認項目 見る内容 

抽出されたテキスト major:minor:value が紙面の内容と対応している

か。 

整形前テキスト キーと値がどの段階で崩れているか。 

キーワード解析結果 対応する Excel項目名と Valueが正しいか。 

CSV / Excel出力 テスト結果と本番結果が完全一致するか。 

 

6.3 AI による OCR 文字揺れ辞書作成 

帳票 config編集画面を開いているときは、管理画面左メニューの「AIによる OCRの揺れ対応の辞書作

成」を使用できます。これは、現在表示している帳票 configの情報をもとに、OCR文字揺れに対応す

る辞書作成を AIで補助する機能です。 

この機能は、OCR結果に中国語風の文字、文字化け、誤読語句が残っている場合に使用します。帳票

configのカスタム辞書（translate_dic）へ、この帳票でのみ有効な word_variant_map を登録し、OCR再

実行時に誤認識語句を正しい語句へ変換します。 

操作の流れは次のとおりです。 

順序 操作 

1 OCR結果画面で文字揺れや誤読が残っている

ことを確認します。 

2 「帳票(config情報)の編集画面に進む」から帳

票 config編集画面を開き、カスタム辞書欄を

確認します。 

3 管理画面左メニューの「AIによる OCRの揺れ

対応の辞書作成」をクリックします。 

4 AIによる推定結果の JSONを確認し、必要に

応じて編集します。登録する内容は「OCRに

より間違って読み取られた語句 → 正しい語

句」の形にします。 

5 内容を確認したうえで、「既存のカスタム辞

書データとマージ保存して config画面に戻

る」をクリックします。その後、OCR再読み

込み画面に戻って OCRを再実行し、結果を確

認します。 

注意 
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カスタム辞書で登録できるのは、帳票 config内の word_variant_map です。文字単位のシステム辞書や

システム全体の辞書は、この画面では編集しません。 

日付、番号、金額など、数字部分が毎回変わる語句は、そのまま固定文字列で登録せず、必要に応じ

て正規表現で一般化してください。 

AIの提案結果は必ず紙面と OCR結果を確認してから保存してください。誤った辞書を登録すると、正

常な文字列まで置換される場合があります。 

 

図：帳票 config編集画面のカスタム辞書欄 
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図：AIによるカスタム辞書提案画面 

 

図：数字を含む語句の正規表現注意事項 

 

図：カスタム辞書のマージ保存 

注意 

このメニューは帳票 config編集画面を開いているときに使用します。帳票 config編集画面以外で実行した場合

は、対象となる config情報がないためエラーになります。 
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7. Simple（テキスト） / 表組（TypeA） / 表組（TypeB） の

使い分け 

7.1 Simple（テキスト）レイアウト 

Simple（テキスト）レイアウトは、赤線・青線による表の分割位置を使わず、項目名キーワードをもと

に Minor / Value の組を作成する方式です。紙面上の文字の並びと OCRトークンの並びが素直な帳票で

は、個別の帳票設定を細かく作成しなくても、主要項目を抽出できる場合があります。 

Simple（テキスト）レイアウトでは、大項目（Major）は基本的に取得されません。これは、Simpleが

表全体の大項目構造を解析する方式ではなく、項目名と値のペアを順番に抽出する方式であるためで

す。CSV出力では主に Minor と Value を使用するため、Minor と Value が正しく取得できていれば、

Major が空欄でも実用上問題ない場合があります。 

Simple（テキスト）レイアウトは、表構造を厳密に固定しないため、1つの帳票設定で複数の紙面パタ

ーンを扱いやすいという利点があります。たとえば、表だけの紙面、左側に表・右側に図面がある紙

面、左側に図面・右側に表がある紙面など、OCRトークンの並びが紙面の見た目に近い帳票では、少

ない設定で解析できる場合があります。 

ただし、Simple（テキスト）レイアウトは万能ではありません。次のような帳票では、表組（TypeA） 

/ 表組（TypeB） などの構造化パーサーを使用してください。 

・Minorキーが行方向に結合されている表 

  例：1つの項目名が複数行の値にまたがっている表。このような行方向の結合は、表計算ソフトでは 

rowspan と呼ばれることがあります。本書では「行方向の結合」「連結行」と表記します。 

・OCRトークンの位置や順序が紙面の見た目と大きく異なる帳票 

  例：見た目では左から右、上から下に並んでいるのに、OCR結果では別の順序で取得される帳票。 

・項目名と値の対応関係が複雑な帳票 

  例：値が離れた場所にある、複数の表が入り組んでいる、列方向の結合（colspan、連結カラム・連結

欄）が多い帳票。 

注意：Simple（テキスト）レイアウトでは、キーとして認識したい語句を帳票ごとの Simple用キーワ

ードリストに追加できます。また、本来は値として扱いたい語句がキーとして認識される場合は、マ

イナスキーワードに指定します。 

システム内部であらかじめ定義されているキーワードの内容は、一般ユーザーは確認・変更できませ

ん。通常の帳票設定では、帳票ごとのキーワード追加とマイナスキーワード指定によって調整してく

ださい。 

注意：キーワード登録時の空白の扱いは、Simple（テキスト）レイアウト専用ではなく帳票 config全体

の共通ルールです。Simple用キーワードやマイナスキーワードを登録する場合も、紙面上で「備 考」

「所 在 地」「価 格」のように見える語句は、「備考」「所在地」「価格」のように空白なしで登録し

てください。詳細は、6.2「config編集画面の主な項目」および Appendix Cのキーワード系設定の注意

を参照してください。 
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7.2 表組（TypeA） / 表組（TypeB） 

表組（TypeA） / 表組（TypeB） は、紙面の表構造を使って解析します。そのため、赤線（table_split_x）

や青線（table_middle_split_x）の位置設定が重要になります。 

種類 特徴 

表組（TypeA） 1行に Major / Minor / Value の組が 1つある表組みを対象とします。 

表組（TypeB） 1行に Minor / Value の組が複数ある表組みを対象とします。赤線・青線の設定が重要

です。 

 

表組み 表組（TypeA） / 表組（TypeB） では、新規帳票で赤線・青線を確認・調整するため、通常は初

回 OCR、config調整、再 OCRという流れになります。 

7.3 運用上の使い分け 

帳票設定を新しく作成する場合は、まず Simpleで対応できる紙面かを確認します。Simpleで安定して

抽出できる場合は、赤線・青線の細かい調整を行わずに運用できます。Simpleで項目名と値の対応が

崩れる場合は、表組（TypeA） / 表組（TypeB） の構造化パーサーを使用します。 

判断基準の目安は次のとおりです。 

・紙面の文字並びが素直で、OCRトークンの順序も紙面の見た目に近い 

  → まず Simple（テキスト）レイアウトで確認します。 

・表だけの紙面、左に表・右に図面、左に図面・右に表のような比較的単純な紙面 

  → まず Simple（テキスト）レイアウトで確認します。 

・本来キーになるべき項目名がキーとして認識されていない 

  → その帳票の Simple用キーワードリストに項目名を追加します。 

・本来値にしたい語句がキーとして認識されている 

  → その帳票のマイナスキーワードに指定します。 

・備考本文が途中で分断され、通常行として出力される 

  → 備考本文中でキーとして認識されている語句を、マイナスキーワードに指定します。 

・Minorキーが行方向に結合されている 

  → Simpleではなく表組（TypeB）などの構造化パーサーを使用します。 

・1行に 1組の Major / Minor / Value が並ぶ 

  → 表組（TypeA）を使用します。 

・1行に Minor / Value の組が複数並ぶ 

  → 表組（TypeB）を使用します。 

・赤線・青線を正しく指定でき、表構造を厳密に解析したい 

  → 表組（TypeA） / 表組（TypeB）を使用します。 
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8. キーワード解析結果画面の確認 

OCR結果画面で「キーワード解析開始」ボタンをクリックすると、キーワード解析結果画面へ進みま

す。この画面では、OCRで抽出された項目が、基幹システムへ出力する Excel項目にどのように対応

付けられたかを確認します。 
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図：キーワード解析結果画面 

8.1 Major / Minor / Value の考え方 

キーワード解析結果画面で基本的に確認するのは、項目名（Minor）と値（Value）です。項目名は、

基幹システムへ出力する Excel項目を判定するために使用します。値は、その Excel項目へ出力する内

容です。 

大項目（Major）は、項目の分類や周辺情報を示す参考情報です。CSV出力では主に項目名と値を使用

するため、大項目が空欄でも必ずしも問題ではありません。 

ただし、大項目はマッピング判定の補助として使用される場合があります。たとえば、同じ「金額」

という項目名でも、それが土地の金額なのか、建物の金額なのかを判断する際に、大項目が参考にな

ることがあります。 
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8.2 対応する Excel 項目名の確認 

自動マッピング結果は初期判定です。未設定、重複、不自然な割り当てがある場合は、Excel出力前に

必ず確認してください。 

表示 意味 対応 

未設定 自動判定で出力先の Excel項目を判断

できなかった状態です。 
必要な情報であれば、右側の選択リストか

ら対応する Excel項目を手動選択します。

不要な場合は未設定のままにします。 

重複 同じ Excel項目に複数の情報が割り当

てられている状態です。 
重複した内容は捨てられず、Excel出力時

にスペース区切りで結合されます。 

丸数字付き項目 OCRから取得した複数要素の情報を

一時的に受ける仮受け項目です。 
Excel出力時に必要な実項目へ展開されま

す。 

 

8.3 丸数字付き仮受け項目 

丸数字付きの項目は、OCRから取得した複数要素の情報を一時的に受けるための項目です。主に、交

通、バス、接道、建ぺい率／容積率で使用されます。 

種類 例 

交通①②③ 路線名、駅名、徒歩分数など。 

バス①②３ バス停名、バス分数、徒歩分数など。 

接道①②③④ 接道方位、道路種別、幅員など。 

建容①② 建ぺい率、容積率など。 

 

同じ種類の情報が複数取得された場合は、原則として番号が順番に上がります。用意されている番号

数を超える情報や、同じ Excel項目に複数の情報が割り当てられた場合は重複として表示されますが、

出力時には結合されます。 

8.4 Excel 出力時の特殊処理 

画面上では 1つの項目として表示されていても、Excel / CSVへ出力する際に自動的な分解・補正処理

が行われる項目があります。 

対象 処理内容 

住所情報 住居表示などに都道府県名が含まれている場合、都道府県名を別フィール

ドへ分離して出力する場合があります。 

築年月・竣工年月など 年月情報を年と月へ分解して出力する場合があります。 

交通・バス・接道・建ぺい

率／容積率 
仮受け項目に割り当てられ、Excel / CSV出力時に必要な実項目へ展開され

ます。 

 

8.5 Value の確認と修正 

キーワード解析結果画面では、OCRで抽出された内容が表形式で表示されます。OCR結果画面のテキ

スト表示よりも見やすいため、OCRの誤読や値の違和感を確認しやすくなります。 
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値（Value）に誤りがある場合は、Value欄の横にあるペンアイコンをクリックすると編集モードにな

ります。編集欄に正しい内容を入力し、「保存」をクリックすると、その修正内容が Excel / CSV出力

に反映されます。 

注意 

修正できるのは値（Value）のみです。項目名（Minor）は直接修正しません。項目名に対する出力先が違って

いる場合は、右側の「対応する EXCEL項目名」の選択リストから、正しい Excel項目を選択してください。 

 

 

図：Value編集画面 

8.6 手修正と再 OCR の使い分け 

状態 操作 

軽微な誤読や値の一部だけの誤り キーワード解析結果画面で Valueを修正します。 

対応する Excel項目の選択だけが違

う 
右側の選択リストで正しい Excel項目を選択します。 

行間が狭すぎて内容が分断されてい

る 
「キーワード再解析画面に戻る」から前画面へ戻り、configを修正

して再 OCRします。 

本来別行の内容が巻き込まれている configで行分割設定を修正し、OCRを再実行します。 

赤線・青線が合っていない configで table_split_x / table_middle_split_x を修正し、OCRを再実行

します。 
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9. Excel / CSV 出力 

キーワード解析結果と Excel項目の対応を確認し、問題がなければ「EXCEL出力」ボタンをクリック

します。 

 

図：Excel / CSV出力ボタンと出力対象選択 

出力対象 説明 

すべての項目 インポート対象項目とインポート外項目の両方を出力します。 

インポート項目のみ 基幹システムへ取り込む対象項目のみを出力します。通常はこちらを使用しま

す。 

インポート外項目のみ 仮受け項目や確認用項目など、基幹システムへ直接取り込まない項目を出力し

ます。 

 

未設定の内容は Excel / CSVには出力されません。出力したくない行は、対応する Excel項目を「未設

定」にすることで出力対象から外すことができます。 

9.1 出力ファイル名 

出力ファイル名には、元の PDFファイル名、ページ番号、出力対象種別、出力日時が含まれます。ペ

ージ番号と出力日時を含めることで、同じ PDFから複数回出力した場合でもファイル名が重複しない

ようになっています。 

PDFファイル名_p1_excel_output_all_YYYYMMDD_HHMMSS.csv 

PDFファイル名_p1_excel_output_import_YYYYMMDD_HHMMSS.csv 

PDFファイル名_p1_excel_output_non_import_YYYYMMDD_HHMMSS.csv 

例： 

1棟収益_p1_excel_output_all_20260624_101426.csv 

1棟収益_p1_excel_o
utput_all_20260624_101426.csv

 

1棟収益_p1_excel_output_import_20260624_101414.csv 

1棟収益_p1_excel_o
utput_import_20260624_101414.csv

 

1棟収益_p1_excel_output_non_import_20260624_101421.csv 

1棟収益_p1_excel_o
utput_non_import_20260624_101421.csv
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10. 管理画面の基本操作 

画面上部の「管理画面」をクリックすると、管理画面へ移動します。管理画面では、システムで使用

している各種データを確認・管理できます。 

 

図：管理画面ダッシュボード 

10.1 管理画面ダッシュボードと権限 

管理画面のダッシュボードには、現在登録されている所属センターの一覧が表示されます。センター

情報の登録・更新は、システム管理者のみが行えます。新しいセンターの追加や既存センター情報の

変更が必要な場合は、システム管理者へ依頼してください。 

管理画面左側の「ユーザー一覧」以下のシステム管理系メニューは、システム管理者権限を持つユー

ザーにのみ表示されます。 

10.2 左メニュー 

左側メニューの多くは、各データの一覧画面を表示するためのメニューです。通常利用者は、管理画

面のすべての機能を使用する必要はありません。帳票設定を調整する場合は、主に「帳票 config 一覧」

または OCR結果画面から遷移する帳票 config編集画面を使用します。 

メニュー 説明 

帳票 config一覧 帳票ごとの OCR設定を確認・編集します。 

AIによる OCRの揺れ対応の辞書作 帳票 config編集画面を開いているときに使用する AI補助機能で
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メニュー 説明 

成 す。 

アップロード一覧 アップロードされた PDF情報を確認します。 

OCR結果一覧 OCR結果データを確認します。 

帳票区分一覧 帳票区分情報を確認します。 

OCR抽出アイテム一覧 OCRから抽出されたアイテムを確認します。 

Excel出力項目名一覧 Excel / CSV出力項目名を確認します。権限のある担当者のみ操作し

ます。 

ExcelCSV出力一覧 出力結果を確認します。 

MVC推進部 OCR業務システムに戻

る 
管理画面を開く前に操作していた OCR業務システム側の画面へ戻

ります。 

 

10.3 一覧画面の共通操作 

管理画面の各一覧画面は、Filament v4 の標準的な一覧画面の操作に準じています。登録済みのデータ

がテーブル形式で表示され、多くの一覧では IDの降順で表示されます。最近追加したデータが上に表

示されるため、直近のデータを確認しやすくなっています。 
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図：管理画面の一覧画面 

操作 説明 

検索 検索欄にキーワードを入力して対象データを絞り込みます。 

行クリックで編集 右端の編集ボタンまでスクロールしなくても、対象行をクリックすると編集画

面へ移動できます。 

作成 画面右上の「作成」ボタンから新しいデータを登録します。 

CSV取込 CSVからデータを取り込みます。 

選択中の CSV出力 チェックボックスで選択したレコードを CSVとして出力します。 

選択中のレコード複写 既存レコードを複写します。特に帳票 configの作成で便利です。 
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図：操作を開くメニュー 

10.4 編集画面 

一覧画面で対象行をクリックすると、そのレコードの編集画面へ移動します。編集画面では、対象レ

コードに登録されている各項目を確認・修正できます。 

内容を変更した場合は、画面下部の「保存」ボタンをクリックします。「キャンセル」ボタンをクリ

ックすると、変更を保存せずに前の画面へ戻ります。保存後も同じ編集画面に残る場合があります。

これは管理画面の標準動作です。 
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図：管理画面の編集画面 

10.5 管理画面右上のユーザーメニュー 

管理画面右上のユーザーアイコンをクリックすると、ユーザーメニューが表示されます。このメニュ

ーからログアウトできます。また、画面表示のテーマ切替など、Filament標準の表示設定が表示される

場合があります。通常の OCR操作では、これらの表示設定を変更する必要はありません。 

本システムでは、OCR業務システム側と管理画面側でログイン情報が共有されています。OCR業務シ

ステムにログインした状態で管理画面へ移動すると、再ログインせずにそのまま管理画面を利用でき

ます。 

 

図：管理画面右上のユーザーメニュー 
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11. 困ったときの確認ポイント 

現象 確認する画面・設定 対応 

文字が誤っている OCR結果画面、整形前テキス

ト、translate_dic 
Valueを手修正するか、translate_dicへ

辞書登録します。 

同じ住所などが複数行に分

かれる 
行分割データ、y_threshold_rate y_threshold_rate を大きくして再 OCRし

ます。 

別行が同じ行に巻き込まれ

る 
行分割データ、y_threshold_rate y_threshold_rate を小さくして再 OCRし

ます。 

同じトークンが複数行に重

複する 
行分割データ、y_threshold_rate y_threshold_rate を小さくして再 OCRし

ます。 

赤線・青線がずれている 画像プレビュー、table_split_x、
table_middle_split_x 

画像をクリックして X座標を取得し、

設定へ貼り付けます。 

地図・写真・ロゴが混入す

る 
クリッピング範囲 table_top_x/y、table_bottom_x/yで表領

域を限定します。 

未設定が多い キーワード解析結果画面、Excel

項目選択 
必要な項目は選択リストから手動で

Excel項目を選択します。 

軽微な Value誤り キーワード解析結果画面 ペンアイコンから Valueを修正しま

す。 

手修正で対応できないほど

崩れている 
キーワード再解析画面、帳票

config編集 
キーワード再解析画面に戻り、config

を修正して再 OCRします。 
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Appendix A. OCR パーサーの種類と表構造について 

本付録以降は、通常利用者向けの操作説明ではなく、帳票を新規作成・調整する担当者、システム担

当者、保守担当者向けの技術資料です。OCR結果が崩れた場合に、どのパーサーを選ぶべきか、どの

configを調整すべきか、正規化データをどう読むべきかを判断するための前提知識として使用してくだ

さい。 

OCR処理では、紙面固有の即値やリテラルに依存せず、OCRトークンの bbox、相対位置、score、

config値を根拠として、紙面を共通形式へ変換します。 

A.1 OCR パーサーの役割 

OCRエンジンは、紙面上の文字を位置情報付きのトークンとして読み取ります。OCRパーサーは、そ

のトークンを行・列・表領域・項目名・値の関係に整理し、最終的に major / minor / value の正規化デ

ータへ変換します。 

パーサーの選択と config 調整を誤ると、文字自体は読めていても、項目名と値の対応関係が崩れます。

そのため、帳票作成・調整時には、対象紙面が Simple / 表組（TypeA） / 表組（TypeB） のどの構造に

近いかを先に判断します。 

A.2 表の配置範囲 

表が紙面全体に配置される場合と、紙面の一部だけに配置される場合があります。地図・写真・ロ

ゴ・余白文字などが混在する場合は、table_top_x / table_top_y / table_bottom_x / table_bottom_y で処理対

象の矩形範囲を指定します。 

[Type ①：単一紙面での表の配置] 

  

+--------------------------------------------+ 

| paper/table                                           | 

|                                                              | 

|  +----------------------------------------+  | 

|  | header                                             |  | 

|  +----------------------------------------+  | 

|  | table body                                      |  | 

|  +----------------------------------------+  | 

|  | footer                                             |  | 

|  +----------------------------------------+  | 

+----------------------------------------------+ 

  

表が紙面全体に配置される場合: 

  x0=0, y0=0, x1=紙面の幅[px], y1=紙面の高さ[px] 
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[Type ②：分割紙面での表の配置] 

  

+----------------------------------------------+ 

| top                                                         | 

|                                                               | 

|   +----------------------+                          | 

|   | table                         |                         | 

|   +----------------------+                          | 

|                                                               | 

|                                  bottom                 | 

+----------------------------------------------+ 

  

表だけを対象にする場合: 

  table_top_x / table_top_y / table_bottom_x / table_bottom_y で矩形範囲を指定する。 

A.3 Simple（テキスト）レイアウト 

Simple（テキスト）レイアウトは、表の罫線や赤線・青線による分割位置を厳密には使用しません。

simple_minor_keywords_list に登録された項目名候補を使い、見つかった項目名から次の項目名までを

値として扱います。 

SimpleではMajorは原則として使用しません。そのため、出力は主に「:minor:value」または「::value」

の形式になります。OCR結果としては構造情報が少なくなりますが、minor と value が正しく取得でき

れば、CSVマッピングで十分に救済できる場合があります。 

[Simple：項目名キーワードによる抽出] 

+--------------------------------------------------------------+ 

| xxx xxx  Keyword1  yyy yyy ... KeywordN  zzz zzz zzz       | 

+--------------------------------------------------------------+ 

simple_minor_keywords_list = Keyword1, Keyword2, ... 

出力例: 

  ::xxx xxx 

  :Keyword1:yyy yyy 

  :KeywordN:zzz zzz zzz 

特徴: 

  ・赤線/青線には依存しない 

  ・Majorは原則として生成しない 

  ・拾えない文字列は ::value に逃がし、構造破壊を避ける 

Simple（テキスト）レイアウトの考え方 

Simple（テキスト）レイアウトは、OCRトークンを紙面上の位置に従って並べ、Simple用キーワード

として認識した語句を Minor として扱います。そして、その Minor から次の Minor までの間にある文

字列を Value として扱います。 

例： 

  物件名称 品川区大井 3丁目土地 交通 JR京浜東北線「大井町」駅 徒歩 10分 
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出力例： 

  :物件名称:品川区大井 3丁目土地 

  :交通:JR京浜東北線「大井町」駅 徒歩 10分 

このため、Simple（テキスト）レイアウトは表組（TypeB）に近い考え方で、キーと値のペアを順番に

抽出します。ただし、表組（TypeB）のように赤線・青線で表の列構造を指定するわけではありません。

表構造を厳密に見ない代わりに、項目名キーワードと OCRトークンの並びをもとに解析します。 

Simple（テキスト）レイアウトが向いている帳票 

Simple（テキスト）レイアウトは、次の条件を満たす帳票に向いています。 

・OCRトークンの並びが紙面の見た目に近い 

・Minorキーと Valueが紙面上で明確なペアになっている 

・Minorキーが行方向に結合されていない 

・表だけ、または表と図面が左右に分かれているなど、配置が比較的素直である 

・帳票ごとに赤線・青線を細かく調整するよりも、まず主要項目を効率よく抽出したい 

Simple（テキスト）レイアウトが向いていない帳票 

次のような帳票では、Simpleでは正しい Minor / Value の対応を取れない場合があります。 

・Minorキーが行方向に結合されている表 

  1 つの項目名が複数行の値にまたがる表です。表計算ソフトでは rowspan と呼ばれることがあります。

本書では「行方向の結合」「連結行」と表記します。 

・OCRトークンの並びが紙面の見た目と大きく異なる帳票 

  古い PDFや特殊な帳票では、見た目の位置と無関係な順序で OCRトークンが取得されることがあり

ます。この場合、Simpleは項目名と値の順序を正しく判断できない可能性があります。 

・列方向の結合が多い表 

  複数列にまたがる欄です。表計算ソフトでは colspan と呼ばれることがあります。本書では「列方向

の結合」「連結カラム」「連結欄」と表記します。 

・値が離れた場所にある表、複数の表が入り組んでいる帳票 

  この場合は、表領域や列構造を指定できる表組（TypeA） / 表組（TypeB）を使用します。 

Simple（テキスト）レイアウトで調整できること 

Simple（テキスト）レイアウトで利用者が調整できる主な内容は、次の 2つです。 

1. キーとして認識したい語句を、その帳票の Simple用キーワードリストに追加する 

2. 本来は値として扱いたい語句がキーとして認識される場合、その帳票のマイナスキーワードに指定

する 

システム内部であらかじめ定義されているキーワードの内容は、一般ユーザーは確認・変更できませ

ん。帳票ごとの設定では、Simple用キーワードリストへの追加と、マイナスキーワード指定によって

調整します。 

注意：キーワード登録時の空白の扱いは、Simple（テキスト）レイアウト専用ではなく帳票 config全体

の共通ルールです。Simple用キーワードリストやマイナスキーワードでも、紙面上で「備 考」「所 在 

地」のように文字間に空白がある場合は、「備考」「所在地」のように空白なしで登録してください。 
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備考ブロックでの注意 

備考本文中の語句がキーとして認識されると、備考ブロックが途中で分断され、本来は備考本文とし

て連結されるべき内容が通常行として出力される場合があります。 

この場合は、通常行として出てしまった語句を確認し、その帳票のマイナスキーワードに指定してく

ださい。これにより、その語句はその帳票ではキーとして扱われず、備考本文または値側の文字列と

して扱われます。 

 

A.4 表組（TypeA）レイアウト 

表組（TypeA）は、1行に Major / Minor / Value の組が 1つある表です。内容（Value）の左側に、Major

カラムとMinorカラムがすべて並ぶ構造を想定します。 

table_colmns はMajorカラム数を指定します。Majorカラムが複数ある場合、出力される major は各

Major要素をハイフンで連結した文字列になります。たとえば major1=土地、major2=面積 の場合、

major は「土地-面積」として扱います。 

表組（TypeA）の赤線（table_split_x）は、Major/Minor部と Value部の境界です。 

[表組（TypeA）：一般系 N段組み] 

  

+---------------------------------------------+----------------+ 

| major1 major2 ... majorN  minor             | value          | 

|                                                                 ↑                 | 

|                                                        table_split_x          | 

+---------------------------------------------+----------------+ 

  

出力形式: 

  [major]:[minor]:value 

  

Majorが複数ある場合: 

  major = major1 + '-' + major2 + '-' + ... + '-' + majorN 

A.5 表組（TypeB）レイアウト 

表組（TypeB）は、1行の中に Minor / Value のペアが複数並ぶ表です。左側に Majorカラム群があり、

右側に複数の Minor / Value ペアが並ぶ構造を想定します。 

表組（TypeB）では、赤線（table_split_x）でMajor部と右側のペア領域を分け、青線

（table_middle_split_x）で Value部の中にある追加分割位置を指定します。青線がずれると、右側の項

目名と値の組が崩れます。 

Majorカラムが複数ある場合、表組（TypeA）と同様に、出力される major は各Major要素をハイフン

で連結した文字列になります。 
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[表組（TypeB）：Minor / Value ペアが横に複数並ぶ表] 

  

+--------------------+---------------------------------------------------------------+ 

| major1 major2 ...  | minor1 value1 | minor2 value2 | minor3 v3            | 

|                                                       ↑                       ↑              ↑         | 

|                                             table_split_x            ^blue1        blue2        | 

+--------------------+--------------------------------------------------------------+ 

  

処理イメージ: 

  major = major1 + '-' + major2 + ... + '-' + majorN 

  各ペアを順に処理し、以下の行を出力する。 

  

  major:minor1:value1 

  major:minor2:value2 

  major:minor3:value3 

  

青線 table_middle_split_x: 

  Value部内の追加分割位置をカンマ区切りで指定する。 

A.6 赤線・青線の指定方法 

赤線（table_split_x）は、Major/Minor 部と Value 部の境界です。赤線は、罫線そのものの位置ではなく、

OCRトークンの中心座標（cx）を基準に分割位置を計算します。そのため、configで固定指定する場

合は、クリックした x座標をマイナス付きの値として指定します。例：クリック位置が 1807 の場合は 

-1807 を指定します。 

青線（table_middle_split_x）は、Value部の中の追加分割位置です。青線は、画面左端を基準とした x

座標をそのまま使用します。そのため、赤線のようにマイナスにする必要はありません。複数指定す

る場合は、713,942 のようにカンマ区切りで指定します。 

クリック座標は、帳票 config編集画面の OCR画像上で取得できます。取得した座標を config項目へ貼

り付けた後、OCRを再実行し、「OCRパーサーの抽出された整形前テキスト」で分割結果を確認しま

す。 

A.7 レイアウト選択の目安 

紙面上の文字の並びが素直で、項目名キーワードから値を拾える場合は Simple を使用します。1行に 1

組の Major / Minor / Value が並ぶ表は 表組（TypeA） を使用します。1行に Minor / Value のペアが複数

並ぶ表は 表組（TypeB） を使用します。表領域が紙面の一部に限られる場合は、パーサー種別に関係

なく、表の配置範囲を先に指定します。 

判断に迷う場合は、まず OCR結果画面の画像上で表の構造を確認し、次に「OCRパーサーの行分割デ

ータ」と「OCRパーサーの抽出された整形前テキスト」で、行・列・key/valueの分かれ方を確認しま

す 
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Appendix B. OCR パーサーが出力する正規化データについて 

本付録では、OCR パーサーが出力する正規化データの形式を、技術的・文法的な観点から説明します。

帳票 config調整、OCR結果の原因調査、キーワード解析結果の確認、CSV出力不具合の切り分けを行

う担当者向けの内容です。 

B.1 正規化データの目的 

OCRエンジンは、紙面上の文字を位置情報付きのトークンとして読み取ります。OCRパーサーは、そ

の結果を行単位・項目単位に整理し、後段の Laravel、CSV出力、Salesforce連携が扱いやすいように、

必ず同じ形の行データへ正規化します。 

全体の目的は、人が確認・補正でき、ルールベースで同じ構造に正規化でき、後段処理を単純にでき

る状態にすることです。 

B.2 正規化された行出力の基本形式 

OCRパーサの正規化された行出力の形式 

    [[？]major]:[？]minor:[？]value    ？は低信頼マーク     [] は省略可能を示す記号 

例外は 備考 の出力の形式 

    備考:備考: ここは改行コードを含む備考内容（複数行） になります 

  

CSV出力に利用するのは minor:value のみである 

    major   人が確認するためのもので、項目区分を表す（OCRは行単位の SCANのためほとんどとれない） 

    minor   項目名の候補（EXCELの本当の公務区とマッピングするための情報） 

    value   項目の値 （※備考の場合は 備考内容（複数行も可）） 

B.3 行タイプと省略形 

正規化データでは、半角コロン「:」で major / minor / value を区切ります。空欄がある場合も、位置関

係が崩れないようにコロンを残します。 

通常行                  major:minor:value 

majorのみ                 major::value 

minorのみ                 :minor:value 

minorのみ・valueなし      :minor: 

bullet行                 ::value 

備考                     備考:備考:value（複数行可） 

ヘッダ                   ヘッダ::value 

フッタ                   フッタ::value 

minorの位置は CSVマッピングで重要です。majorが空欄でも、minorと valueが正しく入っていれば、

CSV出力では問題にならない場合があります。 



MVC推進部様向け OCR業務システム 操作説明書  Ver 1.0.0 P. 66 

B.4 低信頼マーク「？」の扱い 

OCR score が score_threshold を下回る要素を含む場合、その要素の先頭に「？」が付くことがあります。

これは利用者・調整担当者に確認を促すためのマークです。 

低信頼マークは要素の先頭に 1 つだけ付与されます。キーワード解析時には自動的に除去されますが、

元の文字が誤っている場合は、Value修正または translate_dic への辞書登録で対応します。 

B.5 major / minor / value の意味 

major は、土地、建物、法規制、設備などの項目区分を表します。ただし、OCRは行単位で処理するた

め、表の大項目が複数行にまたがる場合などは、すべての行で majorを正確に取得できるとは限りませ

ん。 

minor は、所在地、地目、建ぺい率、価格など、Excel項目とマッピングするための項目名候補です。

CSV出力では、基本的に minor と value が重要になります。 

value は、minorに対応する実際の値です。備考の場合は、複数行の文章を改行付きで保持することが

あります。 

B.6 備考・備考モードの扱い 

備考欄は、通常の表項目とは異なり、複数行の文章や箇条書きをまとめて保持する必要があります。

そのため、備考候補文字列（remarks_list）に一致した行を起点として、備考モードで周辺行を吸収し

ます。 

備考モードの考え方: 

  

開始条件: 

  major または minor が remarks_list の候補に一致する。 

  

モード中の主な扱い: 

  ・備考直前の bullet行（::value）は pre_remark_buffer に退避する。 

  ・備考行に到達したら、退避分と備考自身を結合する。 

  ・必要に応じて、直前の valueなし通常行も備考へ吸収する。 

  ・フッタ検出または次の通常項目検出で備考モードを終了する。 

  

最終出力: 

  備考:備考:複数行の備考内容 

備考欄では、文章を細かい項目に分解しすぎると情報が失われるため、元の内容を保持することを優

先します。備考として吸収する行数は remark_max_rollback_rows、valueなし行を吸収するかどうかは 

remark_rollback_empty_value_lines で調整します。 

B.7 ヘッダ・フッタの扱い 

ヘッダ行・フッタ行は、CSV 出力対象ではなく、紙面上の説明・会社情報・注記などとして扱います。

ヘッダ・フッタの判定には、行位置だけでなく footer_keywords_list などの内容的根拠も使用します。 
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フッタが本文や備考に混入すると、後続のマッピングや備考吸収に影響します。備考との境界が崩れ

る場合は、footer、footer_ratio_starts_list、footer_keywords_list を確認します。 

B.8 Simple（テキスト）レイアウトの場合 

Simple（テキスト）レイアウトでは、Majorは原則として生成しません。項目名キーワードを minorと

して扱い、その右側または次のキーワードまでの文字列を valueとして出力します。項目名として拾え

ない文字列は、無理に major/minorを作らず、::valueとして保持します。 

この設計により、Simple（テキスト）レイアウトは表構造の情報量は少ないものの、構造が壊れにくく、

CSVマッピングで救済しやすい正規化データを出力できます。 

Simple（テキスト）レイアウトでは、Minor / Value の対応が正しく取れているかを確認します。Major

が空欄であっても、Minor と Value が正しく取得できていれば、CSVマッピングでは問題ない場合があ

ります。 

一方で、同じMinorキーが複数行にまたがる表や、OCRトークンの順序が紙面の見た目と大きく異な

る帳票では、Simpleの出力だけでは正しい対応関係を判断できない場合があります。その場合は、表

組（TypeA） / 表組（TypeB） などの構造化パーサーを使用します。 

B.9 正規化データを見るときの確認ポイント 

整形前テキストや正規化データを見るときは、まず半角コロンで major / minor / value の位置関係が保

たれているかを確認します。次に、項目名が value側に残っていないか、本来値である文字列が key側

に入っていないか、備考やフッタが本文へ混入していないかを確認します。 

表組（TypeA） / 表組（TypeB） などの表組パーサーでは、項目名が value側に残る場合は 

rescue_key_list、本来値である文字列が key側に入る場合は not_key_str_list、OCR文字の揺れが残る場

合は translate_dic を確認します。Simple（テキスト）レイアウトでは、帳票ごとの Simple用キーワード

リストへの追加と、マイナスキーワード指定によって調整します。 

 

レイアウト 主な用途 特徴 

Simple 文字の並びが素直な帳票 赤線・青線を使わず、項目名キーワードから Minor / Value の組を作

成します。Majorは原則取得しません。 

表組（TypeA） 1行に 1組の項目名と値がある表 Majorカラム、Minorカラム、Valueカラムを表の横方向で分離しま

す。赤線が重要です。 

表組（TypeB） 1行に複数の Minor / Value ペア

が並ぶ表 

左側に Major群、右側に複数の Minor / Value ペアが並びます。赤線

と青線が重要です。 

 

[Type 1：紙面全体が表の場合] 

 
+-------------------------------------------+ 
|                                           | 

|                 紙面全体が表               | 
|                                           | 
+-------------------------------------------+ 

(x0,y0) = (0,0) / (x1,y1) = 紙面の幅・高さ 
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表は header / table body / footer に分けて扱われます。 

[Type 2：紙面の一部だけが表の場合] 

 
+-------------------------------------------+ 
| top                                       | 
|     +-------------------------------+     | 

|     |              表               |     | 
|     +-------------------------------+     | 
|                                  bottom   | 
+-------------------------------------------+ 

 

table_top_x, table_top_y, table_bottom_x, table_bottom_y で 

表の左上・右下の矩形座標を指定します。 

[Simple の考え方] 

 
+----------------------+-----------------------------+ 
| Minor                | Value                       | 
+----------------------+-----------------------------+ 

| 物件名               | The trias sumiyoshi         | 

| 所在地               | 江東区扇橋 3-3-5              | 

| 地目                 | 宅地                        | 

| 価格                 | 380,800,000 円               | 
+----------------------+-----------------------------+ 

 

出力例： 

:物件名:The trias sumiyoshi 

:所在地:江東区扇橋 3-3-5 

:地目:宅地 

:価格:380,800,000 円 

[表組（TypeA）：1 行に 1 組の Minor / Value] 

 

table_colmns = Major カラム数（Minor カラムは含めない） 

 
+-----------+-----------+-----------+-------------------+ 
| major1    | major2    | minor     | value             | 
+-----------+-----------+-----------+-------------------+ 

| 土地      | 面積      | 公簿面積  | 29.61 ㎡            | 

| 法規制    |           | 建ぺい率  | 80%                | 

| 法規制    |           | 容積率    | 600%               | 
+-----------+-----------+-----------+-------------------+ 
                         ^ 

                         table_split_x（赤線） 

 

出力形式：major:minor:value 

例：土地-面積:公簿面積:29.61 ㎡ 

 

[表組（TypeB）：1 行に複数の Minor / Value ペア] 

 

table_colmns = Major カラム数（ペア数ではない） 

 
+-----------+-----------+-----------+-----------+-----------+-----------+ 
| major1    | major2    | minor1    | value1    | minor2    | value2    | 



MVC推進部様向け OCR業務システム 操作説明書  Ver 1.0.0 P. 69 

+-----------+-----------+-----------+-----------+-----------+-----------+ 

| 土地      |           | 所在地     | 横浜市... | 地目       | 宅地      | 

| 法規制    |           | 建ぺい率   | 80%       | 容積率     | 600%      | 
+-----------+-----------+-----------+-----------+-----------+-----------+ 
            ^                       ^           ^ 

            table_split_x           table_middle_split_x（青線） 

            （赤線）                Value 部内の追加分割位置 

 

出力形式：major:minor:value をペア数分繰り返す 

例：土地:所在地:横浜市... 

例：土地:地目:宅地 

例：法規制:建ぺい率:80% 

例：法規制:容積率:600% 

線 対象パラメータ 基準 指定方法 

赤線 table_split_x OCRトークンの中心 x 座標

（cx）基準 

クリックした x 座標をマイナス付きで指定し

ます。例：クリック位置が 1807の場合は -

1807。 

青線 table_middle_split_x 紙面左端を x=0 とする座標基準 クリックした正の x 座標をそのまま指定しま

す。複数ある場合はカンマ区切りで指定しま

す。例：1878,1879。 

 

帳票の状態 推奨レイアウト 理由 

項目名と値が素直に並んでいる Simple 赤線・青線の調整なしで主要項目を取得できる場合があ

ります。 

1行に 1つの項目名と値がある 表組（TypeA） Major / Minor / Value の基本構造で処理できます。 

1行に複数の項目名と値のペアがある 表組（TypeB） 複数ペアを繰り返し処理する必要があります。 

地図・写真・ロゴが混在する 表組（TypeA） / 表組

（TypeB） + 表範囲指

定 

table_top_x などで表領域を限定します。 

 

major:minor:value 

要素 意味 

major 大項目。項目の分類や周辺情報を示す参考情報です。複数 Majorがある場合は、ハイフンで

連結されます。 

minor 項目名。CSV出力で特に重要な項目です。 

value 項目の値。CSV出力される内容です。 

 

形式 意味 

major:minor:value Major、Minor、Value がすべて取得できている通常行です。 

major::value Minorが空欄で、Majorと Valueだけがある行です。 

:minor:value Majorが空欄で、Minorと Valueだけがある行です。Simple（テキスト）レイアウトではこ

の形式が多くなります。 
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:minor: Majorと Valueが空欄で、Minorだけがある行です。 

::value Majorと Minorが空欄で、Valueだけがある行です。 

ヘッダ:: ヘッダー行です。CSV出力対象外です。 

フッタ:: フッター行です。CSV出力対象外です。 

備考:備考:value 備考行です。複数行にまたがる本文を備考としてまとめます。 

 

？major:minor:value 

major:？minor:value 

major:minor:？value 

 

確認点 見る内容 

項目名と値が正しいか minor と value の対応を確認します。 

Majorが空欄かどうか Majorは参考情報のため、空欄でも minor/valueが正しければ問題ない場合があります。 

低信頼マークがあるか 「？」が付いた値は紙面と照合します。 

備考が分断されていないか 備考行は本文がまとまっているか確認します。 
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Appendix C. 帳票 config パラメータ一覧 

本付録では、帳票 configで使用する主なパラメータを一覧で説明します。configは、OCR結果を紙面

どおりに分割・結合するための設定値です。先に OCRエンジンの JSON、行分割データ、整形前テキ

ストを確認し、どの段階で崩れているかを見てから調整してください。 

C.1 調整の基本 

configを調整するときは、まず OCR結果画面で、OCRエンジンの JSON、行分割データ、整形前テキ

ストを確認し、どの段階で崩れているかを切り分けます。文字自体の揺れは translate_dic、行や列のま

とまりは y_threshold / x_threshold、表の分割位置は table_split_x / table_middle_split_x などで調整します。 

注意：キーワード系設定の共通ルール 

remarks_list、rescue_key_list、not_key_str_list、key_separator_list、Simple用キーワード、マイナスキー

ワードなど、キーワード名・項目名を指定する config項目では、原則として項目名の途中に半角/全角

スペースを入れません。紙面上で文字間が空いていても、設定値は空白なしにします。括弧付き項目

名から括弧内だけを指定する場合も、指定する項目名部分は空白なしで登録します。 

 

注意：Simple（テキスト）レイアウトでの調整について 

rescue_key_list、not_key_str_list、key_separator_list などは、主に表組（TypeA） / 表組（TypeB） などの

表組パーサーで使用する調整項目です。 

Simple（テキスト）レイアウトは 1区画の OCRトークン列を、Simple用キーワードに従って Minor / 

Value に分解する方式です。そのため、Simple（テキスト）レイアウトでの調整は、帳票ごとの Simple

用キーワードリストへの追加と、マイナスキーワード指定を中心に行います。 

本来キーにしたい語句がキーになっていない場合は、Simple 用キーワードリストに追加してください。

本来値にしたい語句がキーになっている場合は、マイナスキーワードに指定してください。 

システム内部であらかじめ定義されているキーワードの内容は、一般ユーザーは確認・変更できませ

ん。通常の帳票設定では、帳票ごとのキーワード追加とマイナスキーワード指定によって調整してく

ださい。 

以下の表は、表組（TypeA） / 表組（TypeB） などの表組パーサーで調整する場合の目安です。Simple

（テキスト）レイアウトの調整は、前述の Simple用キーワードリストへの追加とマイナスキーワード

指定を使用してください。 

現象 主に確認する項目 

OCR文字そのものが間違っている translate_dic 

本来 1行の内容が複数行に分かれる y_threshold_rate を大きくします。 

本来別行の内容が 1行に巻き込まれる y_threshold_rate を小さくします。 

横の分割位置がおかしい table_split_x 

Value部の細分割がおかしい table_middle_split_x 

項目名が value側に入る rescue_key_list 
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値が key側に入る not_key_str_list 

地図・写真・ロゴ文字が混入する table_top_x / table_top_y / table_bottom_x / table_bottom_y 

C.2 パラメータ一覧 

パラメータ 例・初期値 用途・調整ポイント 

layout table_layout_表組（TypeB） OCRレイアウトパーサー種別名 

ocr_dpi 220 OCR画像の解像度[dpi]（0:自動調整 >0:指定値） 

ocr_long_side 1800 OCR画像の長辺サイズ[px]（0:自動調整 >0:指定値） 

ocr_rotate 0 OCR画像の回転[度]（-1:自動調整 >=0:指定値） 

memo config設定メモ（config調

整履歴や帳票別の注意事項

などの記述用です） 

 

header -1 ヘッダーの行数（-1:自動判定 0:ヘッダーなし >0:指定値) ページ上部をヘッダ領域

として除外する行数です。 -1: OCRトークン位置から自動判定します。 0 : ヘッダ

なしとして扱います。 >0: 指定した行数をヘッダとして扱います。 ※自動判定が

うまくいかない場合に指定してください。 

footer -1 フッターの行数（-1:自動判定 0:フッターなし >0:指定値) ページ下部をフッタ領域

として除外する行数です。 -1: OCRトークン位置から自動判定します。 0 : フッタ

なしとして扱います。 >0: 指定した行数をフッタとして扱います。 ※自動判定が

うまくいかない場合に指定してください。 

header_line_include_flag off ヘッダーに同じ y座標の行を含める 

header_ratio_starts_list 0.20, 0.10 ヘッダ自動調整の比率リスト(CSV文字列)（例）0.30, 0.20, 0.10 

footer_line_include_flag on フッターに同じ y座標の行を含める 

footer_ratio_starts_list 0.90,0.80,0.70,0.60, 0.53, 

0.45, 0.40 
フッタ自動調整の比率リスト(CSV文字列)（例）0.80, 0.70, 0.60, 0.53, 0.45, 0.40 

footer_keywords_list 株式会社ミライアロ

ー,TEL,FAX,〒,東京都 
フッタ構成文字列のリスト(CSV文字列)（例）株式会社,TEL,FAX,〒,東京都 

remarks_list 備考 備考文字列の候補リスト(CSV文字列)（例）備考 

登録時は、項目名・キーワード名の途中に半角/全角

スペースを入れないでください。 

display_none_value_flag off 値なし（末尾 :）の通常表を表示する（0:しない 1:する） 値が空の通常行を結果に

表示するかを指定します。 1: 表示します。通常運用です。紙面に存在する項目行

を結果にも残ます。 0: 表示しません。Simpleテキストなどで、不要な値なし行を

削除する場合に指定します。 

remark_rollback_empty_value_lines on 直前の値なし（末尾 :）の通常行も、備考として吸収する（表専用 0:しない 1:す

る） 備考開始直前にある「値なし通常行」も備考へ吸収するかを指定します。 0: 

吸収しません。 1: 吸収します。 備考欄は 複数行にまたがって、配置されることが

多く、 備考キーが中央付近に印字される紙面では、前方数行が bullet(::value) 行や 

value なし通常行として出力される場合があります。 この設定を有効にすると、そ

れらの行を備考本文へ吸収します。 

remark_max_rollback_rows 5 直前の行を備考として吸収(ロールバック)するかの最大行数（表専用 0:しない >0:

指定行数 -1:すべて） 備考開始直前の行を、最大何行まで備考へ吸収するかを指定

します。 0: 吸収しません。 >0: 指定した行数まで吸収します。 -1: 直前の吸収可能

行をすべて吸収します。 備考欄は 複数行にまたがって、配置されることが多た

め、 備考前方の bullet(::value) 行や value なし通常行を備考へ吸収しないと、 通常

は紙面の備考内容と一致しません。 

simple_minor_keywords_list  Simpleテキストの項目名(minor)候補のリスト(CSV
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文字列) (正規表現も指定可) 

登録時は、項目名・キーワード名の途中に半角/全角

スペースを入れないでください。 

table_top_x -1 tableの左上隅の x座標[px]（表専用 -1:自動設定(0) >=0:指定値） 

table_top_y -1 tableの左上隅の y座標[px]（表専用 -1:自動設定(0) >=0:指定値） 

table_bottom_x -1 tableの右下隅の x座標[px]（表専用 -1:自動設定(紙面幅) <0:紙面幅-指定値 >=0:指定

値） 

table_bottom_y -1 tableの右下隅の y座標[px]（表専用 -1:自動設定(紙面高) <0:紙面高-指定値 >=0:指定

値） 

translate_dic 中国語フォント変換辞書の

カスタム定義(JSON) （例）

{"word_variant_map": {"洪谷

区":"渋谷区","所有推":"所有

権",...}} 

"word_variant_map": [] ・カスタム辞書にはこの帳票で「OCRにより間違って読み

取られた言葉 → 正しい言葉」の形で登録してください ・正しい言葉をさらに別の

言葉に変えるような登録はしないでください ・登録する言葉は、できるだけ意味

がはっきりした単語で登録してください ・短すぎる言葉（2〜3文字）は、思わぬ

影響が出るため基本的に登録しないでください ・置き換えた後に、元の言葉が残

らないようにしてください （同じ変換が何度も繰り返されてしまう原因になりま

す） 

table_colmns 1 tableの Majorカラム数 (表専用 0:自動設定 >0:指定値)（デフォルト値:1） 

table_split_x 366 tableの Major-Minor部/Value部の分割位置[px]（表専用 <0:自動推定 0:自動調整 >0:

指定値） 大項目名（Major）- 項目名（Minor）部 と 値（Value）部の分割位置（赤

線表示）は、 分割位置の罫線の上でマウスを左クリックして x座標を拾ってくだ

さい（クリップボードに入ります） 拾った x座標を、右クリックで -（マイナス）

を付けて指定してください（ペーストされます） tableの Major-Minor部/Value部

の分割位置 が 自動設定されます 

table_middle_split_x 713,942 tableの Value部の細分割位置の並び[px](CSV文字列)（表専用 0:自動設定 >0:指定

値 1,指定値 2,,,指定値[Major-Minor部以降のカラム数-1]） 値（Value）部の細分割

位置（青線表示）は、 ペアで構成された 項目名（Minor）と 値（Value）の分割位

置を示します 分割位置の罫線の上でマウスを左クリックして x座標を拾ってくだ

さい（クリップボードに入ります） 拾った x座標を、,（カンマ）区切りで右クリ

ックして指定してください（ペーストされます） 

tabel_major_minor_reverse off table(Matrix)のキー順序(Major-Minor) 

y_threshold_row_anchor_mode 0 行分割アルゴリズム（-1:自動調整 0:直前 token 基準 1:行先頭 token 基準 2:行内中央

値(可変レンジ) 基準 3:局所行間ピッチ追従 基準） 

x_threshold 0 x座標の閾値[px]（0:自動調整 >0:指定値）（デフォルト値:10） 

y_threshold 0 y座標の閾値[px]（-1:自動推定 0:自動調整 >0:指定値）（デフォルト値:27） 

y_threshold_rate 0.4 y座標の中央値の閾値に対する比率（0:自動調整 >0:指定値）（デフォルト

値:0.6) ・確認場所 「OCRパーサーの行分割データ」を開き、同じ rows[n] に入る

べきか、別の rows[n] に分かれるべきかを確認してください。 ・本来 1行の内容が

複数の rows[n] に分かれている場合 この値を大きくしてください。 例：0.3 → 0.4 

→ 0.5 ・本来別行の内容が同じ rows[n] に巻き込まれている場合 この値を小さくし

てください。 

y_threshold_same_row_hori_rate 0 同一行判定（横結合）の y座標の閾値 に対する比率（0:自動調整 >0:指定値）（デ

フォルト値:1.0） 

y_threshold_same_row_vert_rate 1.4 同一行判定（縦結合）の y座標の閾値 に対する比率（0:自動調整 >0:指定値）（デ

フォルト値:1.7） 

y_threshold_blocktext_rate 0 block_text判定の y座標の閾値 に対する比率（0:自動調整 >0:指定値）（デフォル

ト値:1.2） 

key_max_length 0 tableのキーの有効最大文字数 (表専用 -1:制限なし 0:自動設定 >0:指定値)（デフォ

ルト値:6） 

key_x_threshold 0 tableのトークン結合判定 (表専用 0:自動調整 -1:文字数指定 >0:px指定値）（デフォ
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ルト値:-1） 

key_concat_threshold 0 tableのトークン結合最大文字数（表専用 0:自動調整 指定値(整数:n, 実数:m.n, 実

数:k.k)） 

key_minor_threshold 0 tableの項目名数(block_text構造の閾値 (表専用 0:自動設定 >0:指定値)（デフォルト

値:1） 

block_text_value_x_limit_threshold 0 block_text構造のバリュー探索の最大距離[px]（表専用 0:自動設定 >0:指定値）（デ

フォルト値:650） 

block_minor_outlier_dx_threshold 0 block_text構造の左方向外れ項目名の判定距離[px]（表専用 0:自動設定 >0:指定値）

（デフォルト値:120） 

key_search_mode 3 キー検索アルゴリズム（0:自動調整 1:行内探索 2:拡張探索（valueのみ行でも外側

キーを探す） 3:（value-only行では外側キーを探さない）） 

key_search_rate 0 拡張キー検索範囲の y座標の閾値に対する比率（0:自動調整 >0:指定値）（デフォ

ルト値:3.0） 

major_interpolate_max_rows 2 Majorキー補間の検索範囲の最大行数（表専用 0:しない >0:前後の行数 -1:すべて） 

key_in_ng_char_list  禁止文字を含むキーの許可リストまたは解除する禁止文字(CSV文字列) ※禁止文

字 ,，.．※:：/／。、￥¥$＄%％■□・★☆△▽▲▼()（）を含むキーを使用する場合

に設定する 通常はキーとして使えない記号付き文字列を、 項目名（major または 

minor）として使いたい場合に指定してください 禁止文字（例えば、(,)）を指定す

ると、禁止が解除され (,) をキーに含めることができます 

key_split_flag off OCRトークン内のキーを分離する（0:しない 1:する） OCRトークン内のキー（救

済リストに記載のもの）を分離するかを指定します。 1: 分離します。 OCRトーク

ンが他の文字と結合されている場合に、キーを分離するために使用します。 0: 分

離しません。通常運用です。 

rescue_key_list  キー文字列の救済リスト(CSV文字列) ※誤って値

(value)側に入った文字列をキーとして救済する場合

に設定する 出力行(major:minor:value) の value に、 

本来は項目名（major または minor）である文字列が

入ってしまう場合に指定してください 

登録時は、項目名・キーワード名の途中に半角/全角

スペースを入れないでください。 

not_key_str_list 駅,徒歩,相談,一 キー文字列の不許可リスト(CSV文字列) ※誤ってキ

ー(major/minor)側に入った文字列を値(value)として扱

う場合に設定する 出力行(major:minor:value) の 項目

名（major または minor）に、 本来は値(value)である

文字列が入ってしまう場合に指定してください 

登録時は、項目名・キーワード名の途中に半角/全角

スペースを入れないでください。 

key_separator_list  キー文字列の分離文字リスト(CSV文字列) 

登録時は、項目名・キーワード名の途中に半角/全角

スペースを入れないでください。 

prefix_strip_list  キー先頭の除去文字リスト(CSV文字列) 

noise_token_list  OCRデータの中で取り除くべきノイズトークンのリスト(CSV文字列) OCR結果か

ら完全に除外したいノイズトークンを CSV形式で指定します。 地図・ロゴ・写真

内文字など、帳票項目ではない文字を指定してください。 例：三角積,Alri 

Drine,CANA 

clip_clear_back_image off クリッピング範囲外の画像背景をクリアする（0:しない 1:する） 
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score_threshold 0.9 スコアの閾値[0~1] 

key_list_check off 表の Major-Minor部/Value部の分割位置(tabe_split_x)の決定要求フラグ 

key_list  表の Major-Minor部/Value部の分割位置(tabe_split_x)の決定候補のキー並び(CSV) 

（例）'ka','kb','kc' キーの決定候補となる項目名（major または minor）の並びを指定

してください ※紙面によっては OCR トークンが罫線に沿ってないものがあります 

そのような紙面では、マウスによるクリックでは正確な位置を指定できません そ

のような紙面で、この機能をご利用ください 

value_list_check off 表の Value 部の細分割位置(table_middole_split_x[])の決定要求フラグ 

value_list  表の Value 部の細分割位置(table_middole_split_x[])の決定候補リストの値並び(CSV) 

（例）['va0','vb0','vc0'], ['va1','vb1','vc1'], ... ペアで構成された 項目名（Minor）と 値

（Value）の決定候補を [Minor, ...], [Value, ...] の形式の ,（カンマ）区切りで指定し

てください ※紙面によっては OCRトークンが罫線に沿ってないものがあります 

table_rect_check off 表の配置位置(table_top_x,table_top_y,table_bottom_x,table_bottom_y)の決定要求フラ

グ 
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Appendix D. OCR揺れに関する変換辞書について 

本付録は、OCR誤認識・中国語フォント類似文字・文字化けに対して、translate_dic に登録する変換辞

書の考え方と登録ルールを整理した技術者向け資料です。帳票 configを作成・調整する担当者は、

OCR結果を確認したうえで、辞書で直すべき内容と、パーサー処理や config調整で直すべき内容を切

り分けてください。 

D.1 translate_dic（帳票別カスタム辞書）の位置づけ 

帳票 configの translate_dic は、この帳票でのみ有効な OCR揺れ補正用のカスタム辞書です。ユーザー

が画面から登録・編集できるのは word_variant_map だけです。 

word_variant_map には、OCRにより間違って読み取られた語句をキーにし、正しい語句を値として登

録します。登録の基本は「OCR誤認識 → 正規形」の一方向変換です。 

システム全体に適用される辞書や文字単位の補正はシステム側で管理されるため、帳票 configのカス

タム辞書では扱いません。 

{ 

  "word_variant_map": { 

    "?口月額賃料": "?月額賃料", 

    "惠比券": "恵比寿駅", 

    "格松额": "価格総額" 

  } 

} 

D.2 word_variant_map の基本登録ルール 

word_variant_map は、プログラム側でキー長の長い順に自動ソートしてから適用します。そのため、辞

書登録時に並び順を意識する必要はありません。ただし、変換は文字列が安定するまで反復適用され

るため、辞書キーと置換後文字列の関係には注意が必要です。 

・辞書は OCR誤認識 → 正規形 の一方向だけを登録します。 

・正規形 → 別の正規形、のような連鎖前提の登録は避けます。 

・帳票 configのカスタム辞書には、語として補正する必要があるものを word_variant_map に登録し

ます。 

D.3 登録してよい語 

登録してよいのは、OCR誤認識語がそのまま正規形に置換され、置換後文字列に置換前キーがそのま

ま残らないものです。 

OK例: 

  "惠比券": "恵比寿駅" 
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  "格松额": "価格総額" 

  "東急束横棕": "東急東横線" 

D.4 登録してはいけない語 

反復変換で自己増殖する定義は禁止します。置換後の文字列に元キーが含まれると、反復適用により

同じ文字が増殖するためです。 

NG例: 

  "東京メトロ日比谷": "東京メトロ日比谷線" 

 

この定義では、置換後の「東京メトロ日比谷線」の中に、元キー「東京メトロ日比谷」が再び含まれます。 

その結果、反復適用により次のように増殖します。 

 

  東京メトロ日比谷 

    → 東京メトロ日比谷線 

    → 東京メトロ日比谷線線 

    → 東京メトロ日比谷線線線 

意味のない短い文字列も、何回目かの反復で自己合食や誤置換を起こす可能性があるため避けます。 

NG例: 

  "目地" → "地目" 

短い語（2〜3文字）の登録は原則禁止です。ただし、単独で意味が確定し、他語に含まれず、反復変

換で問題がない場合に限り、汎用化のために登録できます。 

D.5 反復変換で安全な定義 

反復変換で安全にするためには、置換後に元キーが残らない形にします。必要に応じて、より具体的

な長い語で登録します。 

安全な登録例: 

  "東京メトロ日比谷『": "東京メトロ日比谷線『" 

  "【恵比寿駅]駅": "『恵比寿』駅" 

D.6 長文辞書を残す条件 

短い語へ分解しても、現在の反復変換ロジックで 1件に収束しないものは、長文のまま登録して構い

ません。長文辞書は汎用性は下がりますが、帳票内の特定の誤認識を安全に補正できる場合がありま

す。 

長文辞書の例: 

  "JR山手線·東京メトロ日比谷『恵比寿』駅" 

    → "JR山手線・東京メトロ日比谷線『恵比寿』駅" 

D.7 実務上の判断基準 

新しい語を追加するときは、次の順で判断します。 
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・word_variant_map の短い語で直せるかを確認します。 

・反復変換で正しく収束するかを確認します。 

・収束しない場合のみ、長文辞書を残します。 

D.8 構造付き辞書の登録ルール 

word_variant_map では、通常の単語だけでなく、正規化済み行データの構造を利用した辞書登録を許可

します。構造付き辞書とは、":" を含む行データ上の major / minor / value 境界を利用して、通常単語よ

りも安全に誤認識を補正する辞書です。 

構造付き辞書の例: 

  "利回り:？面利回り:" → "利回り:？表面利回り:" 

  "利回り:面利回り:"  → "利回り:表面利回り:" 

登録してよい条件は次のとおりです。 

・":" を含み、通常文章ではなく OCR正規化行の構造に限定されること。 

・置換対象が minor / key / value の境界を含み、他語と誤マッチしにくいこと。 

・置換後に元キーが残らず、反復変換で自己増殖しないこと。 

・OCR誤認識 → 正規形 の一方向であること。 

・短い語を補正する場合でも、":" により構造限定できること。 

登録してはいけない条件は次のとおりです。 

・置換後に置換前キーが残るもの。 

・":" を付けても、他の正常行に広くマッチするもの。 

・value の内容まで過度に巻き込んで、紙面値を書き換えるもの。 

・出力構造そのものを別構造に作り替える目的のもの。 

構造付き辞書は、ロジックで帳票依存補正を追加するより安全な場合に使います。ただし、本来 

output_lines() 側で削除・結合・補間すべき行を、辞書だけで無理に解決してはいけません。 

D.9 構造付き辞書の例と注意点 

OK例: 

  "現況賃料（月:" → "現況賃料（月額）:" 

  "現況賃料（月:？管理月:" → "現況賃料（月額）:？管理費（月額）:" 

  "収支現況賃:？(部):" → "収支:？現況賃料（年額）:" 

  "収支現況賃:？管理費等:" → "収支:？管理費等（年額）:" 

 

要注意例: 

  "収支現況賃:？(年）:" → "収支:？現況賃料（年額）:" 
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要注意例は、項目名補正としては可能ですが、valueなし行です。最終的には erase_none_value_lines() 

側で削除されるべき行であり、辞書だけで無理に帳票構造を成立させるべきではありません。 

D.10 辞書追加後の確認 

辞書を追加した場合は、必ず実際の帳票で OCR再実行を行い、正規化データとキーワード解析結果を

確認します。特に、短い語・構造付き辞書・長文辞書を追加した場合は、別帳票への副作用がないか

も確認してください。 
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Appendix E. CSV 出力時の項目展開と特殊項目について 

本付録では、キーワード解析結果画面で選択された Excel項目が、Excel / CSV出力時にどのように扱

われるかを説明します。 

E.1 Excel項目マスターと出力項目 

キーワード解析結果画面では、OCRで抽出された minor / value に対して、出力先となる Excel項目が割

り当てられます。Excel項目には、通常の 1対 1対応の項目のほか、出力時に分解・展開される特殊項

目があります。画面上では 1つの値として表示されていても、Excel / CSV出力時には複数の実項目へ

分解される場合があります。 

E.2 出力時の扱いの分類 

分類 扱い 

通常項目 OCR値を、対応する Excel項目へ 1対 1で出力します。 

未設定 Excel / CSVには出力しません。不要な行は未設定にすることで出力対象から外せます。 

重複項目 同じ出力項目へ複数値が割り当てられた場合、スペース区切りで結合して出力します。 

仮受け項目 交通、バス、接道、建ぺい率／容積率など、複数要素を一時的に受け、出力時に展開します。 

分解項目 住所や年月など、出力時に複数の実項目へ分解される項目です。 

E.3 未設定の扱い 

自動マッピングで出力先を判断できない場合、または利用者が意図的に出力対象から外したい場合は、

対応する Excel項目を「未設定」にします。未設定の内容は Excel / CSVには出力されません。 

E.4 重複項目の扱い 

同じ Excel出力項目に複数の OCR値が割り当てられた場合は、重複として扱われます。重複した内容

は捨てられません。Excel / CSV出力時には、同じ項目の値としてスペース区切りで結合されます。 

E.5 丸数字付き仮受け項目 

丸数字付きの項目は、OCRから取得した複数要素の情報を一時的に受けるための仮受け項目です。主

に次の系統で使用されます。 

系統 例 説明 

交通 交通①、交通②、交通③ 路線名、駅名、徒歩分数などをまとめて受け、出力時に必要項目へ展

開します。 
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バス バス①、バス②、バス③ バス路線・停留所・徒歩分数などを受けます。 

接道 接道①、接道②、接道③ 方位、種別、幅員などの道路情報を受けます。 

建ぺい率／容積率 建 4①、建 4② 建ぺい率と容積率の組を受けます。この系統は「建 4」の 2文字と丸数

字の形式で表示されます。 

同じ種類の情報が複数取得された場合は、原則として番号が順番に上がります。用意されている番号

数を超える情報や、同じ出力項目に割り当てられた情報は、重複として結合出力されます。 

E.6 住所系の分解 

住居表示などの住所情報に都道府県名が含まれている場合、Excel / CSV出力時に都道府県名を別フィ

ールドへ分離する場合があります。この場合、住所本体の項目には都道府県名を除いた住所が入り、

都道府県用の項目には分離された都道府県名が入ります。 

E.7 年月系の分解 

築年月、竣工年月などの年月情報は、画面上では 1つの値として表示される場合があります。Excel / 

CSV 出力時には、必要に応じて年と月へ分解され、基幹システム側の年項目・月項目へ出力されます。 

例：平成 3 年 1 月 → 年項目：平成 3 年 / 月項目：1 月 

E.8 インポート対象とインポート外項目 

画面下部の「EXCEL出力対象」では、出力する項目の範囲を選択できます。 

出力対象 説明 

すべての項目 インポート対象とインポート外項目の両方を出力します。 

インポート項目のみ 基幹システムへ取り込む実項目のみを出力します。 

インポート外項目のみ 仮受けや確認用など、基幹システムへ直接取り込まない項目のみを出力します。 

E.9 出力前の確認ポイント 

確認点 内容 

未設定が残っていないか 本来出力すべき内容が未設定になっていないか確認します。 

重複が妥当か 重複内容が結合されても問題ないか確認します。 

仮受け項目が正しいか 交通、バス、接道、建 4系の割り当てを確認します。 

Valueに誤読がないか ペンアイコンで修正できる値は出力前に修正します。 
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改訂履歴 

Ver 日付 内容 

1.0.0 2026年 6月 27日 初版作成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


